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富
丘
西
宮
の
沢
地
区
は
手
稲
区

の
南
東
に
位
置
し
、
地
区
中
央
を

国
道
５
号
と
二
十
四
軒
・
手
稲
通

の
２
つ
の
幹
線
道
路
が
走
る
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
と
交
通
の
利
便

性
の
良
さ
を
併
せ
持
つ
住
宅
地
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

地
区
内
に
は
、
富
丘
、
西
宮
の

沢
の
２
連
合
町
内
会
と
２９
の
単
位

町
内
会
が
あ
り
、
地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機

運
を
よ
り
高
め
る
取
り
組
み
を
各

種
団
体
と
連
携
し
、
活
発
に
進
め

て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
撲
滅
に
向
け
て

富
丘
地
区
は
長
年
、
空
地
、
河

川
、
山
林
へ
の
大
型
ご
み
の
不
法

投
棄
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
歩
進
ん
で
不
法
投
棄

を
予
防
す
る
た
め
、
平
成
１６
年
に
、

連
合
町
内
会
が
『
不
法
投
棄
対
策

委
員
会
』
を
結
成
。
地
域
自
ら
パ

ト
ロ
ー
ル
や
立
看
板
の
設
置
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
不
法
投
棄

が
大
幅
に
減
少
す
る
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

西
宮
の
沢
地
区
で
は
、
２
月
３
、

４
日
の
２
日
間
、
西
宮
の
沢
児
童

会
館
前
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
手

作
り
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
約
千
個

を
点
灯
す
る
『
２
０
０
６
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
大
作
戦
』
が
開
か
れ
、
大

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心

に
残
る
よ
う
な
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
地
域
交
流
を
深
め
て
い
こ
う

と
、
連
合
町
内
会
が
地
区
内
の
各
種

団
体
の
協
賛
・
協
力
を
得
て
企
画
実

施
し
た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
２
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
富
丘
西
宮
の
沢
地

区
で
は
、
地
域
の
人
々
が
テ
ー
マ
に

応
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
一

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し
た
と

き
に
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

り便ンセちま

住住
みみ
よよ
いい
地地
域域
をを
目目
指指
しし
てて

富丘西宮の沢
まちづくりセンター

各地のまちづくりの取組を各まちセン

からみなさんに向けて発信します！

▲アイスキャンドルのやわらかな光

広 告 欄

〜
テ
ー
マ
に
応
じ
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
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▲不法投棄防止パレード

▲キャンドル点灯～子どもたちに夢を


